
佐
藤
巌
会
長
は
１
年
間
の
活
動

を
振
り
返
り
、
「
戦
争
法
ぶ
っ
潰

せ
江
東
行
動
実
行
委
員
会
」
に
参

加
し
て
戦
争
法
に
反
対
す
る
署
名

に
積
極
的
に
取
り
組
み
１
３
８
６

人
が
集
約
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。

７
月
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
全

国
の
１
人
区
で
の
野
党
共
闘
が
進

む
な
か
で
統
一
候
補
11
人
が
当
選

し
た
こ
と
、
築
地
市
場
の
豊
洲
へ

の
移
転
問
題
で
は
、
土
壌
の
汚
染

物
質
を
密
封
す
る
た
め
の
盛
土
対

策
が
さ
れ
ず
、
建
物
の
地
下
が
空

洞
に
な
っ
て
お
り
、
食
の
安
全
が

守
ら
れ
な
い
な
ど
の
問
題
が
日
本

共
産
党
都
議
団
の
調
査
で
明
ら
か

と
な
り
、
マ
ス
コ
ミ
も
含
め
て
全

国
的
に
大
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

要
求
活
動
で
は
、
全
生
連
や
都

生
連
と
協
力
し
て
会
員
か
ら
の
要

求
実
現
を
め
ざ
し
て
政
府
や
都
、

区
に
交
渉
す
る
な
ど
奮
闘
し
て
き

た
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

都
営
住
宅
入
居
相
談
会
で
は
90

人
、
税
金
相
談
は
１
８
８
人
の
相

談
者
が
あ
り
、
都
営
住
宅
問
題
で

３
世
帯
、
税
金
相
談
で
は
24
世
帯

が
新
た
に
会
員
に
、
「
守
る
会
」

新
聞
は
22
人
が
新
た
に
読
者
に
な

り
、
相
談
活
動
が
組
織
の
拡
大
に

も
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
の
活
動
方
針
で
は
、
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
「
孤
独
死
」

を
防
ぐ
た
め
に
班
会
議
が
大
き
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。

要
求
を
組
織
し
、
国
や
都
や
区

な
ど
に
要
求
を
持
ち
込
み
、
交
渉

を
通
じ
て
実
現
す
る
「
守
る
会
」

活
動
の
原
点
を
再
確
認
し
、
仲
間

を
増
や
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
を
強
め
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

小
林
美
希
さ
ん
は
、
政
府
が
進

め
て
い
る
保
育
所
の
規
制
緩
和
の

結
果
、
保
育
現
場
で
起
き
て
い
る

深
刻
な
現
状
を
告
発
し
ま
し
た
。

待
機
児
解
消
の
名
目
で
政
府
は

２
０
１
７
年
度
末
ま
で
に
50
万
人

の
受
け
入
れ
を
確
保
す
る
と
し
て
、

民
間
会
社
の
保
育
施
設
運
営
の

規
制
緩
和
が
実
施
さ
れ
、
民
間

保
育
所
建
設
が
６
年
間
で
４
０

０
倍
を
超
え
る
勢
い
で
急
増
。

株
式
会
社
の
参
入
で
保
育
現
場

で
は
、
保
育
所
と
幼
稚
園
と
が

一
緒
に
な
っ
た
「
子
ど
も
園
」

が
増
や
さ
れ
、
公
立
な
ど
の
認

可
保
育
所
が
減
少
す
る
な
ど
の

矛
盾
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
ま
し
た
。

株
式
会
社
の
新
設
園
で
は
、

３
歳
児
ク
ラ
ス
を
３
人
の
保
育

士
で
13
人
の
子
ど
も
を
見
る
と

い
う
信
じ
が
た
い
状
況
も
あ
り
、

「
箱
モ
ノ
は
で
き
た
が
、
ソ
フ

ト
面
が
不
十
分
で
遊
具
が
足
り

ず
、
保
育
士
が
身
銭
を
切
っ
て

い
る
」
園
や
、
１
カ
月
も
散
歩

に
行
け
な
い
園
も
あ
る
こ
と
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

募
集
内
容
と
か
け
離
れ
た
労

働
実
態
に
、
１
年
で
保
育
士
全

員
が
退
職
し
た
園
も
あ
り
、
保

育
の
質
の
後
退
の
背
景
に
保
育

士
の
過
酷
な
労
働
実
態
が
あ
る

こ
と
も
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

マ
マ
の
会
の
女
性
は
「
保
育

園
落
ち
た
、
日
本
死
ね
！
の
投

稿
と
同
じ
思
い
」
「
保
育
の
環

境
を
変
え
て
い
く
原
動
力
は
子

育
て
世
代
の
私
た
ち
や
保
育
士

の
声
で
す
。
社
会
に
発
信
し
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。

こ う と う 民 報 ２０１６年 １１月号 №１４４ －1－

２０１６年１１月号№144

発 行
こうとう民報編集委員会
責任者 猪又 武夫
住所 江東区東陽2-3-5-203
電話3648-5155FAX3648-5137
ホームページ
http://www.koto-minpo.jp/

澄
み
き
っ
た
秋
空
が
続
い

て
、
銀
杏
並
木
も
黄
ば
む

紅
葉
狩
り
の
季
節
に
な
り

ま
し
た
▼
韓
国
で
は
１
０

０
万
人
余
の
大
統
領
弾
劾

の
「
恨
」
デ
モ
。
米
国
で
は
大
統

領
選
の
想
定
外
の
結
果
。
国
内
で

反
ト
ラ
ン
プ
デ
モ
が
続
発
し
、
海

外
に
も
ト
ラ
ン
プ
旋
風
が
吹
き
荒

（
す
さ
）
び
ま
し
た
。
世
界
の
警

察
官
を
自
負
し
、
地
球
規
模
で
戦

争
を
展
開
し
て
き
た
大
国
の
終
わ

り
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
ま
す
▼
人

民
の
革
命
権
を
掲
げ
た
独
立
宣
言

か
ら
２
４
０
年
。
軍
産
共
同
体
の

支
配
下
で
戦
争
中
毒
に
お
か
さ
れ
、

99
％
運
動
な
ど
貧
困
と
格
差
の
拡

大
に
よ
っ
て
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ

て
き
ま
し
た
▼
日
米
同
盟
は
「
普

遍
的
価
値
」
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て

い
る
と
強
調
す
る
安
倍
首
相
は
、

安
全
保
障
と
い
う
戦
争
法
、
自
由

貿
易
と
い
う
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
、
騙
し

打
ち
で
強
行
し
た
挙
句
、
宿
願
の

憲
法
改
悪
へ
突
き
進
み
ま
す
。
個

人
の
尊
厳
を
柱
に
、
平
和
・
民
主

主
義
・
基
本
的
人
権
な
ど
、
人
類

が
到
達
し
た
価
値
観
を
刻
む
現
憲

法
は
公
布
か
ら
70
年
、
ボ
ロ
ボ
ロ

に
さ
れ
て
は
い
て
も
手
放
し
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
▼
「
他
山
の

石
」
と
い
い
ま
す
。
米
国
の
二
大

政
党
制
は
「
嫌
わ
れ
者
同
士
」
の

二
択
で
国
民
を
真
二
つ
に
分
断
す

る
悲
劇
を
生
み
ま
し
た
。
小
選
挙

区
制
で
翼
賛
政
治
を
維
持
し
て
き

た
日
本
で
は
、
沖
縄
の
よ
う
に
本

気
で
取
り
組
む
野
党
共
闘
の
勝
利

が
政
治
不
信
の
多
く
の
国
民
に
大

い
な
る
希
望
と
な
り
、
主
権
者
と

し
て
の
自
覚
を
呼
び
戻
す
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。

11
月
８
日
か
ら
15
日
ま
で
の
１

週
間
、
江
東
区
越
中
島
３
丁
目
に

あ
る
都
立
第
三
商
業
高
校
前
の
交

差
点
に
移
動
式
の
自
動
車
排
ガ
ス

測
定
器
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

交
差
点
を
挟
ん
だ
同
高
校
の
斜

向
か
い
で
は
、
福
山
通
運
の
巨
大

な
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設

工
事
が
来
年
１
月
の
運
用
開
始
に

向
け
て
進
ん
で
い
ま
す
。

運
用
が
始
ま
る
と
大
型
ト
ラ
ッ

ク
・
ト
レ
ー
ラ
ー
が
１
日
２
１
０

台
、
２
ｔ
・
４
ｔ
の
ト
ラ
ッ
ク
を

合
わ
せ
る
と
最
大
１
４
８
８
台
の

出
入
り
が
発
生
し
ま
す
。
さ
ら
に

２
ｔ
・
４
ｔ
車
２
０
０
台
が
屋
上

の
駐
車
場
に
出
入
り
す
る
た
め
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
両
側
に
設
置
さ
れ
た

ラ
ン
プ
（
建
物
内
の
坂
道
）
を
通

行
し
ま
す
。

福
山
通
運
に
隣
接
す
る
越
中
島

３
丁
目
ハ
イ
ツ
住
民
は
、
ラ
ン
プ

内
の
排
気
ガ
ス
が
屋
上
部
分
か
ら

そ
の
ま
ま
外
部
へ
排
出
さ
れ
る
構

造
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
の
排
ガ
ス
に
よ
る
環
境
悪

化
を
防
ぐ
た
め
の
浄
化
装
置
設
置

を
福
山
通
運
に
求
め
る
と
と
も
に

区
議
会
に
も
陳
情
を
提
出
し
て
い

ま
し
た
。

陳
情
審
査
で
区
は
「
福
山
通
運

は
運
用
開
始
後
に
排
ガ
ス
調
査
を

す
る
」
な
ど
調
査
に
消
極
的
で
し

た
が
、
「
事
前
の
調
査
が
な
け
れ

ば
、
運
用
後
と
の
比
較
が
で
き
な

い
」
と
い
う
こ
と
か
ら
調
査
に
踏

み
切
っ
た
も
の
で
す
。

越
中
島
３
丁
目
ハ
イ
ツ
住
民
が

求
め
て
き
た
周
辺
の
歩
道
拡
幅
な

ど
交
通
安
全
対
策
も
実
現
し
て
い

ま
す
。

住
民
要
求
が
実
現

都
立
三
商
前
交
差
点
で
排
ガ
ス
測
定

江

東

生

活

と

健

康

を

守

る

会

は

第

44
回

大

会

を

11
月

３

日

、

大

島

文

化

セ

ン

タ

ー

で

開

催

し

、

地

域

に

ね

ざ

し

た

活

動

を

さ

ら

に

強

め

る

方

針

を

決

定

し

ま

し

た

。

写

真

中

央

は

、

会

場

い

っ

ぱ

い

の

会

員

を

前

に

報

告

す

る
佐

藤

巌
会

長

。

11
月

13
日

、

「

第

28
回

子

ど

も

の

未

来

を

語

る

つ

ど

い

」

が

カ

メ

リ

ア

プ

ラ

ザ

で

開

か

れ

ま

し

た

。

労

働

経

済

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

の

小

林

美

希

さ

ん

が

「

欲

し

い

の

は

、

安

心

し

て

預

け

ら

れ

る

保

育

園

」

を

テ

ー

マ

に

講

演

。

民

間

保

育

園

の

保

育

士

、

「

待

機

児

童

を

考

え

る

マ

マ

の

会

」

ら
１

５

０

名

余

が

参

加

し

ま

し

た
。

住
民
の
み
な
さ
ん
の

陳
情
が
実
り
ま
し
た

子
ど
も
の
未
来
を
語
る
つ
ど
い



初
め
に
区
労
連
未
組
織
対

策
委
員
会
が
、
労
働
相
談
内

容
を
報
告
。
相
談
の
多
く
は

「

解
雇
・
雇
止
め
・
退
職
」

に
関
す
る
も
の
と
、
「
い
じ

め
・
嫌
が
ら
せ
・
セ
ク
ハ
ラ
」

が
そ
れ
ぞ
れ

31
・
４
％
。
３

位
が
「
労
働
契
約
・
賃
金
・

労
働
条
件
」
に
関
す
る
も
の

30
・
３
％
。
「

賃
金
・
残
業

代
不
払
い
」
が

13
・
７
％
。

ま
た
「
組
合
加
入
・
結
成
」

の
相
談

17
件
が
目
立
っ
た
と

報
告
。

年
に
数
回
の
拡
大
月
間
を

設
け
て
地
域
の
建
設
職
人
の

組
織
化
を
行
う
東
京
土
建
江

東
支
部
、
あ
る
職
種
を
中
心

に
困
難
な
中
で
非
正
規
労
働

者
の
組
織
化
を
と
り
く
む
公

共
一
般
江
東
、
地
域
労
組
こ

う
と
う
、
機
関
紙
印
刷
労
組

の
各
労
組
か
ら
こ
の
間
の
未

組
織
労
働
者
の
組
織
化
な
ど

の
と
り
く
み
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

続
い
て
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト

ワ
ー
ク
の
実
現
と
労
働
組
合

の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
木
下

武
男
氏
（
昭
和
女
子
大
学
名

誉
教
授
・
労
働
社
会
学
）
が

記
念
講
演
し
ま
し
た
。

木
下
氏
は
「
貧
困
、
過
酷

労
働
、
雇
用
不
安
の
三
つ
が

今
の
労
働
者
の
悲
惨
な
状
態

の
特
徴
で
あ
る
」
と
切
り
出

し
、
雇
用
状
況
、
賃
金
低
下
、

非
正
規
の
増
大
な
ど

98
年
を

機
に
悪
化
し
て
い
る
こ
と
や
、

労
働
運
動
後
退
の
経
過
な
ど

を
説
明
し
ま
し
た
。

労
働
運
動
の
再
生
に
つ
い

て
は
、
現
状
を
つ
か
ん
だ
う

え
で
、
発
想
を
変
え
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
業
種
別
・
職
種
別

ユ
ニ
オ
ン
に
よ
る
組
織
化
を

進
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
述

べ
ま
し
た
。

長
澤
氏
は
、
安

倍
首
相
が
任
期
中

に
改
憲
を
成
し
遂

げ
よ
う
と
執
着
し

て
い
る
こ
と
を
挙

げ
、
改
憲
草
案
の

危
険
な
問
題
点
を

急
い
で
広
め
て
い

く
こ
と
を
強
調
。

改
憲
草
案
の
特

徴
は
①
憲
法
第
９

条
の
恒
久
平
和
主

義
の
破
壊
（
「
国

防
軍
」
創
設
）
、
②
人
権
保

障
規
定
の
圧
殺
、
③
立
憲
主

義
の
否
定
が
「
三
つ
の
本
丸
」

だ
と
分
析
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
改
憲
草
案
は
、
侵

略
戦
争
を
反
省
し
て
不
戦
平

和
を
誓
い
、
平
和
的
生
存
権

を
う
た
う
日
本
国
憲
法
の
前

文
す
べ
て
を
削
除
す
る
だ
け

で
な
く
、
天
皇
制
国
家
へ
逆

戻
り
、
国
会
の
形
骸
化
と
首

相
権
限
の
強
化
、
家
族
主
義

を
強
調
し
て
「
道
徳
を
憲
法

の
中
へ
持
ち
込
む
」
内
容
で

あ
る
こ
と
も
、
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
し
た
。

ま
た
、
神
社
本
庁
や
霊
友

江東区は、1947(昭和22)年に深川区と
城東区が合併してできました。東京都は、

戦災による人口の減少する区と増加する

区ができたために、一つの区を10万平方
キロ以上とし、35区を23区に統合するこ
とにしました。

新しい区名は、深川の「江」と城東の

「東」を合わせた江東区として、３月15
日に誕生しました。その年の人口は僅か

９万6,870人、面積は22万平方㌔でした。

（注）2012.6.1現在、人口47万8,828人

区役所は、白河１丁目の深川区役所の

庁舎におかれ、城東支所は亀戸９丁目、

後に大島３丁目におかれました。

区議会議員定数は30人、51年から40人
に改められます。初代議長は魚住芳平、

初代区長は二瓶哲治が選出されました。

区長公選は52年の地方自治法改正で、区

議会が都知事の同意を得て選任すること

になります。47年12月から「区政ニュー
ス」を発行、51年に「江東区報」と改称
されます。

区の公共文化施設として、52年に城東
支所の隣に１階建ての小さな城東公会堂

を開設しました。

警察署は自治体警察となり、平野１丁

目の深川警察署と北砂１丁目の城東警察

署は、公安委員会のもとにおかれること

になりました。（注）警察の民主的運営

を管理するため、47年の警察法によって，

自治体の首長が議会の同意を得て、民間

人を公安委員に任命する。

郵便局は、永代１丁目に深川郵便局、

大島３丁目に城東郵便局がありました。

民生事業として、亀戸９丁目に江東福

祉事務所をおき、平野、扇橋、洲崎、砂

町、亀戸の出張所を統括しました。47年
には毛利町に区立保育園を開設、間もな

く都立になります。

珍しいものに、区立の質屋がありまし

た。戦前の三好３丁目の都営深川公益質

屋を、52年に区営としたもので、大島２
丁目にも城東公益質屋を開設しました。
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11月 13日午後、新砂のショッピングセンター・スナモ前で、「砂町の

会」のメンバー10数人による戦争法廃止を求める宣伝・署名活動が行わ

れました。買物帰りの若いお母さんが自転車を止めて署名するなどの光

景が見られました。
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